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このときは時計回りの このときは.反時計回りの

モーメントとなり
転倒しない 転 倒 す る .

11） すべりだすときの分析

垂直抗力Nと摩擦力Rのなに作盲点話はば
趣iii.

#

交点となる。
NとRを合成したとき、|m y同 じ 作 用 線 が |カのつりあいよりくるはずだから.name/

V=mgcosQ,i@R=mgsinQ ...@
また、すべりだすギリギリなら

①より」にMN
Ru l ing c o sQ

② と連立して
Mmg c o sA、=mysin0，

M = t a n A ⇒このQ、より角度が急ならすべる.
m e e t

ということ .



1 回 続 き
（2） 1傾くときの分析
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物体の左下の角と.mgの作用線が
重なるとギリギリ。これ以上0が大きいと
反時計回りのモーメントとなり転倒する.

図より
tanA i ' T
tanbifneee ⇒ この02より角度が急なら

転倒する、ということ.

（3 イ頃くより先にすべり出せばよいので
0 2 > 0 1

よ て
tan02>tanQi

⇒ e . .


